
 

 

 

 

 

 

 ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌＸＲＤで測定されたｘｒｄｍｌデータの扱い 
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１．概要 

 ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ社のＸＲＤによる極点図測定はＸ線レンズを用いた光学系が一般的である。 

    この光学系で極点図を測定する場合、バックグランド削除とｄｅｆｏｃｕｓ補正は必要です。 

 又、光学系的には完全極点図が測定出来る仕様であるが、吸収補正やｄｅｆｏｕｓ補正量から考えると 

 処理する範囲には制限が必要になります。 

    粉末試料を用いてバックグランド削除とｄｅｆｏｃｕｓ補正法を説明します。 

 極点図測定角度（紫）とバックグランド測定角度（緑） 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓ極点では、β方向を１点以上測定する。 

 測定データ（バックグランドファイル名は、極点図ファイル＋ＢＧ１（ＢＧ２）とします） 

  111.xrdml 111BG1.xrdml 

  200.xrdml 200BG1.xrdml 

  220.xrdml 220BG1.xrdml 

２．ｘｒｄｍｌファイルのＡＳＣ変換 

 ODFPoleFigure2->TooKit->MeasureDatatoASCTools->PANatoAscソフトウエアで変換 

  

 



 ＡＳＣ変換では一括変換を行う。 

  

 Schulzスリット無しでは、α範囲は７０度以下と考えられます。 

  

３．極点図のピーク極点図とバックグランド極点図の結合 

 ODFPoleFigure2->TooKit->MeasureDatatoASCTools->PluralAsctoAscで結合 

  

 



  

 複数のファイルを一括選択し、File1などをチェックし、OKで変換 

  

 Ｇｒｏｕｐホルダで変換したファイルが作成される。 

  

  111group.ASC は結合ファイル、111group-chback0.ascはバックグランド処理結果 

 

 



４．ODFPoleFigure2ソフトウエアで処理 

  

 

５．ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

  

 バックグランド処理を行う。以下のファイルが作成される 

   

 ｄｅｆｏｃｕｓ部分にファイルを登録 

  

 多項式に近似されたファイルが作成され、表示します。 

  


